
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

保健福祉課保健師の藤田さん、社会福祉

士の佐々木さんに来校いただき、認知症サ

ポーター養成講座を受けました。 

認知症は脳

の病気であ

り、誰がなっ

てもおかしく

ないものであ

ること、周り

からのちょっ

とした声かけで認知症の人も安心し行動で

きることを学びました。また、認知症かも

しれない家族の人に対してどんな対応をす

ればよいのかを、寸劇をもとに教えてもら

いました。 

その後、高齢者・片麻痺体験、車椅子体

験をすることによって、いろいろな立場の

人の身になって考えることができました。 

 

　 

社会福祉協議会の小丹枝

さん、中野さん、庄司さん

に来校いただき「車椅子」

を体験する「福祉の授業」

をしていただきました。 

　車椅子介助をする時の声

かけ等の仕方を悪い例と良

い例を見せていただきなが

ら、学びました。子どもたちは車椅子の介

助練習の時、優しい声かけをし、相手を気

遣いながら押していました。その後、車椅

子でボッチャ体験をしました。福祉は「ふ

だんの　くらしを　しあわせにすること」

を教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　 

 
 

 

 

 

 

 

 

８月２３日、更別中央中学校１年生が「さ

らべつほーぷ」の方々に来校いただき、「誤

解を避けるコミュニケーション」について学

びました。 

今回は、ほーぷの三浦さん（保健師）が中

心となり他のメンバーも一緒に授業を進め

ました。 

 
 

 

 

 

 

　 

 
 
 
 
 

 

 
 
　 

８月２９日、更別中央中学校２年生がふく

井ホテルの社長である林さんに来校いただ

き、「マナー講座」を行っていただきました。 

 

 

 

 

 

 

　

 

 

 

明るくはつらつと講話をする林社長

　あいさつは全ての基

本であり、相手に心を

開くための第一歩。身

だしなみは、相手に不

快感を与えないための

心遣いです。特にあい

さつをしっかり！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　８月３１日、上更 

別小学校４年生～６ 

年生が更別農業高校 

が制作した「ひまわ 

り迷路」を訪問し、 

実際に迷路を体験し 

ました。更農生と一 

緒に回った後、とて 

も楽しかったらし 

く、何回も迷路を回 

っていました。 

 

感想から　「人の話をきく時の姿勢（態度）などが大切であ

り、相手の話を聞いて興味や関心、共感することによって相手

とのコミュニケーションをとることができることも分かった。

これからの生活で話し方や聞き方などを意識していきたい。」 

自
分
の
考
え
を
書
く
、

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
学
習

活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

【村長とともに迷路に入る】

【集合写真の前に】


